
事業の計画・内容

投入資源 事業実績
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農林業費
農業費
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42 持続的で個性的な農林業を実践する。

Ｂ

総合評価

農林施策の遂行上、各種協議会等へは、さらに効率的な運営、経費の節減を求めたいと思います。

回
50

目標

H18（目標）指標設定の考え方

営農指導の回数を技術普及等の指標としました。 50

受委託運営委員会の活動数 団体
12

目標

営農相談員の活動日数

50

農作業受委託運営委員会の活動数を農作業集積、効率化の指標
としました。

12

12

1

12受委託運営委員会の数 団体

1

　

H17
単位

4,723

425

活動指標

営農相談員 人 1
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有効性

達成度

効率性

4必要性

作成者氏名

事
業
の
目
的

本
年
度
事
業
内
容

対象等（何を、誰を）

H19（予算）H17 H18（予算）

年度

事業の目的の成果を測る指標

1,763

72

1,440

3,686

87

2,246

各種協議会等（７団体）への負担金支出
受委託推進団体（農作業受委託運営委員会１２地区）、青空市推進団体（１団体）の支援
営農相談員の委嘱

団体の規約等終了年度開始年度 平成 年度

ソフト事業

農林政策に係る関係機関、受委託運営委員会
営農相談員
農業振興事務

事業名

基本施策

654

伊賀市　事務事業評価シート

関係機関との連携や情報収集・提供によって、円滑な事業推進を図りま
す。
受委託運営委員会の支援によって、作業受委託が円滑に進みます。
営農相談員の活動によって、地域農業者の栽培技術が向上します。

成果（どうなるのか）

農業振興事務経費

担当部課名 農業振興経費産業振興部　農林政策課

1,440 1,440

0.2 0.2 0.2

根拠法令・要綱等平成

25,833 3,283

4,723 4,723

27,273

324 324

22,550

負担金、補助及
報酬
使用料及び賃借料
その他

3,686

25,041

425
43

324

団体負担金について、効果的な活動を行うための算出根拠の見直しが必要です。

実績値 目標値

50

12

国県支出金
地方債
受益者負担
その他特財


